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JCSS登録事業者を紹介

特 
集

（第三種郵便物認可） 2013年（平成25年）12月15日（日）（2）第 2992号

■お問い合わせ先
 株式会社大正天びん製作所
〒 304-0031　茨城県下妻市高道祖4219-72
検査課
ＴＥＬ：0296-43-7021　ＦＡＸ：0296-43-8150
 URL http://www.taisho-balance.co.jp/jcss-frame.html
【登録に係る区分】質量
【登録に係る区分における初回認定年月日または初回登録年月日】2005（平成17）年9月
1日
【校正手法の区分の呼称[登録更新年月日]】分銅等[2011（平成23）年3月2日]
【恒久的施設でおこなう校正／現地校正の別】恒久的施設でおこなう校正

株式会社大正天びん製作所
JCSS登録番号：0165

■校正サービスCalibration Service
　取引のグローバル化とともに品質管理の国際適合への要請から、ISOをはじめGMP、GLP 
など計量管理のグローバル・スタンダードへの準拠が求められています。
　グローバルスタンダードで求められる計量管理の重要な要求事項として「計量計測のト
レーサビリティと不確かさ」があります。
　JCSS登録事業者が校正を実施し発行する分銅のJCSSロゴマーク付き校正証明書は、校正
結果に対しての不確かさ表記があり、国家計量標準へのトレーサビリティが証明され、
ISO9000シリーズの審査における測定機器の「校正または検証」や試験所認定等のトレーサ
ビリティの要求事項をクリアすることができます。
　国際ＭＲＡ対応のJCSSは、APLAC（アジア太平洋試験所認定協力機構）とのILAC（国
際試験所認定協力機構）の相互承認制度により、海外でも適用されます。

■大正天びん製作所のＪＣＳＳ校正サービスの特長
　JCSS登録事業者であ
る大正天びん製作所の校
正サービスは、短い納期・
正確な校正・適正料金を
モットーとして、お客様
の満足するJCSS校正
サービスを提供し、校正
を行った証である校正証
明書を発行致します。　
※納期は10日以内です
※英文校正証明書、英文
トレーサビリティ体系図
は別途料金

質量

imac-01
JCSS

http://www.keiryou-keisoku.co.jp/jcss/shimbun_1.htm
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JCSS登録事業者を紹介

特 
集

計測機器校正と
ＪＣＳＳ制度を
利用するための
利用者向け
WEBサイト

日本計量新報社が
JCSS制度
JCSS事業者
を支援する

WEBサイトを

オープンしました。

http://www.keiryou-
keisoku.co.jp/
jcss/jcssweb.htm

（第三種郵便物認可）（3） 2013年（平成25年）12月15日（日）第 2992号

■お問い合わせ先
 塩﨑商衡株式会社 校正室
〒 933-0914　富山県高岡市小馬出町85番地
ＴＥＬ：0766-25-0048　ＦＡＸ：0766-24-1561
 URL http://www.do-guya.co.jp/
【登録に係る区分】質量
【法律に基づく初回認定日または登録年月日】2012（平成24）年8月30日
【国際MRA対応初回認定年月日】2012（平成24）年8月30日
【校正手法の区分の呼称[登録年月日]】はかり[2012（平成24）年8月30日]
【恒久的施設でおこなう校正／現地校正の別】恒久的施設でおこなう校正および現地校正

塩﨑商衡株式会社
JCSS登録番号：0296

■会社概要
【会社名】塩﨑商衡株式会社
【代表取締役】塩崎吉康
【所在地】▽本社＝〒933-0929、富山県高岡市木舟町70番地、TEL0766-25-0038、FAX0766-
25-1120▽営業・技術部＝〒933-0942、富山県高岡市川原町1番8号、TEL0766-25-0048、
FAX0766-24-1561
【創業】享保年間（1716年〜1735年）
【設立】1967（昭和42）年8月1日
【資本金】3,000,000円　1994（平成6）年8月10,000,000円に増資
【事業内容】
1．計量・計測機器総合商社（卸販売・修理）＝▽一般計量機器（工業用、商業用、農水産
用、家庭用）▽工業計器▽精密測定器▽測量器械▽気象器械▽理化学機械
2．通産省登録第5450号一般計量士（塩﨑利平）、第9935号一般計量士（塩崎吉康）による
計量管理センターの併設
＜計量器使用事業場等の計量管理受託業務・その他＞
▽スーパーマーケットにおける計量管理システム▽経営管理システム（POSシステム等）▽
ラベルプリンター＆ダイレクトプリンター（DPS）システム▽北陸地方一帯（新潟、富山、
石川、福井各県下）における穀類（麦、米、大豆）共同乾燥施設の自動計量器の保守・管理
▽その他の上記のシステムに関する付属商品の取扱い
3.一般企業等における計量管理・品質管理業務の推進・指導、計量・計測器ISO対応校正
業務受託

■沿革
▽1716年〜1735年（享保年間）＝源平板屋町にて、指物屋次良右衛門と称して創業。指物道具、大工道
具、仏具、銅器、萬金物を扱う。▽1742年（寛保2年）＝高岡市木舟町（現在地）に移る。その後、二代
目に至り、道具屋利兵衛と改名する。▽1880年（明治13年）＝石川県（このころ現高岡市は石川県射水
郡高岡町）より、度量衡販売免許を取得。明治時代より、姓名を塩﨑利平と改め、高岡特産銅器の製造・販
売に力を入れる。明治中期より、海外への輸出を始める。▽1908年（明治41年）＝1月21日、五代目塩
﨑利平、緑綬褒章を授章。▽1946年（昭和21年）＝高岡特産アルミ鋳物製家庭用鍋・釜の販売を始める。
▽1949年（昭和24年）＝このころより度量衡器（現在の計量器）の販売に力を入れる。▽1951年（昭和
26年）＝旧度量衡法が新計量法に改正。▽1951年（昭和42年）＝塩﨑商衡株式会社設立。富山県計量器
修理登録事業第10号を取得。▽1972年（昭和47年）＝八代目塩﨑利平、社長就任。塩﨑利平商店を塩﨑
商衡株式会社に吸収合併し、計量機器専門商社となる。通産省登録第5450号、一般計量士資格を取得し同
時に計量管理受託業務を開始。▽2008年（平成20年）＝塩崎吉康、社長就任。

質量
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JCSS登録事業者を紹介

特 
集

（第三種郵便物認可）（5） 2013年（平成25年）12月15日（日）第 2992号

■お問い合わせ先
 株式会社双葉測器製作所 校正室
〒116-0012　東京都荒川区東尾久8-21-14
業務係
ＴＥＬ：03-3894-6848　ＦＡＸ：03-3800-8155
 URL http://www.futabass.co.jp/pc/index.html
【登録に係る区分】圧力
【登録に係る区分における初回認定年月日または初回登録年月日】2001（平成13 ）年2月
20日
【校正手法の区分の呼称[登録更新年月日]】圧力計[2012（平成24）年2月19日]
【恒久的施設でおこなう校正／現地校正の別】恒久的施設でおこなう校正

株式会社双葉測器製作所
JCSS登録番号：0094

■双葉測器製作所の特長
　双葉測器製作所では、国内でも数少ない微圧域から超高圧域まで幅広い校正範囲を有して
いる。特に超高圧域は500MPaまで校正できるため、国内のJCSS校正を一手に引き受けい
ている。
　双葉測器製作所では、
第1校正室と第2校正室
を設備し、それぞれ校正
作業をおこなっている。
第1校正室は、温度20±3
℃・湿度50％±20％・気
圧1013±20hPaの環境条
件で国家標準によって直
接校正された特定二次標
準器により高精度なJCSS
校正をおこなっている。
第2校正室は、温度20±3
℃ ・湿度50％±30％・気
圧1013±20 hPaの環境条
件で特定二次標準器によ
りJCSS校正をおこなっ
た作業標準器によりト
レーサビリティの確保さ
れた校正をおこなってい
る。
　双葉測器製作所は、
1955（昭和30）年4月に、
圧力基準器および関連部
品を専門に製造するメー
カーとして創業し、73（昭
和48）年4月には、空気
式重錘形圧力天びんの開発・製造・販売を開始。82（昭和57）年2月には、社内に精密測
定校正室を完成させ、各種圧力計の高精度の比較校正に威力を発揮させるなど、早くから標
準供給の基となるトレーサビリティを確立させている。
　2001（平成13）年2月には、JCSS事業者（番号0094）として認定を取得。以降順調に
校正範囲を拡大させていき、08（平成20）年2月には、国際MRA対応JCSS認定事業者と
して認定を取得し、現在に至っている。

■JCSSの認定・登録について
【JCSS校正対象品】
▽ 重錘形圧力天びん▽デジタル圧力計▽液柱形圧力計▽機械式圧力計

（右ページにつづく）

THP-5
THP-5型重錘型圧力標準器は超高圧における圧力計および各
種圧力センサの校正用圧力標準器です。重錘を用いて油圧に
より軽い加圧操作で測定でき、予圧ポンプを内蔵しています
ので容量の多い測定器などの作業が短縮できます。また、加
圧およびバルブ操作もスムーズにできる様に上面パネルに設
置しました。安全性にも考慮して配管および継手、主要部品
にはステンレス材を使用しています。

圧力



１

２

３

４

５

６

７

８

９

　
１０

　
１１

１

２

３

４

５

６

７

８

９

　
１０

　
１１

　国家標準(特定標準器)により校正された特定二次標準器(jcssロゴ付き)もしくは連鎖して
段階的に校正された常用参照標準器により高精度な校正をおこないます。校正証明書と校正結
果には「ILAC-MRA JCSS」の標章(ロゴマ−ク)および認定番号0094が付きます。

（第三種郵便物認可） 2013年（平成25年）12月15日（日）（4）第 2992号

株式会社双葉測器製作所
HP:http://www.futabass.co.jp/　e-mail:info@futabass.co.jp
〒116-0012 東京都荒川区東尾久8-21-14 TEL.03（3894）6848  FAX.03（3800）8155

 圧力標準器の専門メーカー

微圧、絶対圧、負圧から超高圧までJCSS校正承ります

気体絶対圧力：5ｋＰａ以上　7000ｋＰａ以下
気体ゲージ圧力：-90ｋＰａ以上7000ｋＰａ以下
液体ゲージ圧力：1ＭＰa以上　500ＭＰａ以下
水　　　　  柱：5ｋＰａ以上　　 15ｋＰａ以下
水 　 銀 　 柱：5ｋＰａ以上　  200ｋＰａ以下

校　正　範　囲

（株）双葉測器製作所校正室は、認定基準としてJISQ17025（ISO/IEC17025）を用い、認定
スキームをISO/IEC17011に従って運営されているJCSSの下で認定されています。JCSSを
運営している認定機関（IAJapan）は、アジア太平洋試験所認定協力機構（APLAC）の相互
承認に署名しています。当社校正室は、国際MRA対応JCSS認定事業者です。0094は、当社
校正室の認定番号です。

KHP-3
　KHP-3型重錘型圧力標準器は低圧にお
ける圧力計および各種圧力センサの校正
用圧力標準器です。本器は携帯用として
開発され、本体はジェラルミン格納箱に
設置しています。また、予圧ポンプの内
蔵やモニタ圧力計の設置などにより作業
効率も優れています。重錘も格納箱に収
納でき現場での使用に対して手軽に低圧
用計器の校正が可能です。

（左ページから）
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